
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

世
界
の
宗
教
の
中
基
督
教
を
愛
の
宗
教
と
い
え
ば
、
仏
教
は
願
の
宗
教
と
い
え
よ
う
。
勿
論
仏
教
に
於
て
も
古
来
小
乗
は
自
度
の
教
、

大
乗
は
他
度
教
と
い
わ
れ
る
如
く
、
一
往
小
乗
に
対
し
て
他
度
の
大
乗
を
以
て
願
と
教
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
併
し
自
度
の
小
乗
教
に
於

て
も
勿
論
願
の
思
想
が
な
い
の
で
は
な
い
。
仏
教
は
殊
に
他
度
を
目
的
と
す
る
大
乗
に
於
て
願
が
高
揚
せ
ら
れ
た
る
よ
り
、
大
乗
を
願
の

仏
教
と
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
故
に
四
阿
含
等
の
中
に
は
、
殆
ん
ど
願
の
思
想
は
見
出
さ
れ
な
い
が
、
巾
阿
含
の
四
三
に
は
『
如
し
是
比

丘
願
二
未
来
一
也
』
と
も
、
亦
『
慎
莫
レ
念
二
過
去
一
、
亦
勿
レ
願
二
未
来
一
』
（
正
蔵
一
、
蕊
必
等
と
、
妨
沸
と
自
度
に
立
つ
願
の
思
想
は
見
え

る
が
、
大
乗
に
見
ゆ
る
如
き
他
度
の
願
で
は
な
い
。
併
し
阿
含
部
の
中
に
は
帝
釈
所
間
経
に
は
『
以
二
願
カ
ー
故
証
二
如
是
果
匡
（
全
一
、
藍
）

と
も
、
又
央
掘
摩
羅
経
に
は
『
願
生
彼
国
』
（
全
二
、
需
）
等
の
如
き
、
梢
積
極
的
の
願
の
思
想
は
見
え
る
が
、
是
等
は
四
阿
含
等
よ
り
、

余
程
後
に
成
立
し
た
経
と
思
わ
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
小
乗
の
願
は
大
乗
に
比
す
れ
ば
、
同
じ
く
願
で
は
あ
る
が
自
度
の
願
と
見
倣
な
さ

さ
れ
ば
如
上
の
小
乗
の
願
に
対
す
れ
ば
大
乗
の
願
は
、
道
行
般
若
の
守
行
品
第
廿
三
に

諸
未
し
度
者
悉
当
レ
度
し
之
、
諸
未
し
脱
者
悉
当
し
脱
し
之
、
諸
恐
怖
者
悉
当
レ
安
し
之
、
諸
未
二
般
泥
種
一
者
悉
皆
当
し
令
し
般
泥
種
一
。
（
全
八

法
華
經
に
於
け
る
願
と
受
持
讓
与

一
、
仏
教
と
願

塩
田
義
遜

（7）



垂
六
）

等
と
見
え
、
法
華
経
の
薬
草
職
品
第
五
に
は

未
し
度
者
令
レ
度
、
未
し
解
者
令
レ
解
、
未
し
安
者
令
レ
安
、
未
二
浬
桑
一
者
令
レ
得
一
連
梁
一
。

等
と
見
る
如
く
、
仏
陀
の
出
家
が
自
度
に
発
し
て
他
度
に
進
展
し
た
様
に
、
大
乗
に
於
て
は
一
切
の
菩
薩
は
皆
因
位
に
於
て
は
、
必
ず
右

の
如
き
四
種
の
広
弘
の
誓
願
を
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
右
の
願
を
古
来
菩
薩
の
四
弘
誓
願
と
も
亦
総
願
と
も
呼
ん
で
居
る
が
、
経

に
依
て
多
少
字
句
は
異
る
が
誓
願
の
主
旨
は
全
く
同
様
で
あ
る
。
且
つ
か
§
る
誓
願
は
菩
薩
の
必
須
の
条
件
と
せ
ら
れ
た
る
故
に
、
大
乗

が
願
の
仏
教
と
呼
ぱ
る
且
所
以
で
あ
る
。
然
ら
ば
か
く
の
如
き
誓
願
は
小
乗
の
中
に
は
全
く
見
出
せ
な
い
か
と
い
え
ば
、
長
阿
含
第
八
の

本
な
る
こ
と
は
、
本
業
嬰
瑠
経
上
に

等
と
説
か
れ
る
に
依
て
明
か
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
小
乗
自
度
の
四
諦
の
上
に
、
大
乗
の
他
度
の
四
弘
が
説
か
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
仏
ゞ

散
陀
那
経
に
は

襲
雲
沙
門
能
説
二
菩
提
一
、
自
能
調
伏
能
調
一
伏
人
一
、
自
得
二
止
息
一
能
止
二
息
人
一
、
自
度
二
彼
岸
一
能
使
二
人
度
一
、
自
得
二
解
脱
一
能
解
二

脱
人
一
、
自
得
二
滅
度
一
能
減
一
度
人
一
・
（
全
一
、
凶
九
）

等
と
見
ゆ
る
如
く
、
菩
薩
の
四
弘
の
思
想
は
早
く
も
阿
含
の
当
時
に
萌
し
て
居
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
併
し
乍
ら
若
し
大
乗
と

小
乗
と
を
比
較
す
れ
ば
、
小
乗
は
概
ね
自
利
を
説
き
、
大
乗
は
専
ら
利
他
を
説
く
故
に
、
自
利
の
教
た
る
小
乗
の
行
人
た
る
声
聞
は
、
仏

説
を
諦
聴
し
て
四
諦
の
行
を
修
し
浬
桑
を
証
し
、
羅
漢
果
を
得
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
か
且
る
小
乗
の
自
度
の
四
諦
が
大
乗
の
四
弘
の
基

所
謂
四
弘
誓
、
未
し
度
二
苦
諦

得
一
浬
樂
一
。
（
金
二
四
、
記
）

未
し
度
二
苦
諦
一
令
し
度
二
苦
諦
一
、
未
し
解
一
集
諦
一
令
し
解
一
葉
諦
一
、
未
し
安
一
遁
諦
一
令
し
安
一
這
諦
一
、
未
し
得
二
浬
薬
一
令
レ

（8）



衆
生
雌
辺
将
願
度
、
煩
悩
無
尽
醤
願
断
、
法
門
無
愚
蒋
願
学
、
無
上
仏
道
誓
願
成
。
（
全
、
四
八
、
棲
）

と
唱
へ
、
天
台
は
第
二
句
の
無
尽
を
無
数
、
第
三
句
を
無
尽
誓
願
知
、
第
四
句
の
仏
道
を
菩
提
と
な
し
。
真
言
に
於
て
は
尊
勝
陀
羅
尼
儀

軌
等
に
依
て
、
第
二
句
を
福
智
無
辺
誓
願
集
、
第
三
句
に
如
来
無
辺
誓
願
事
の
一
句
を
加
え
て
五
句
と
し
、
浄
土
に
於
て
は
往
生
要
集
の

説
に
依
り
、
四
句
に
次
で
更
に
利
他
法
界
同
利
益
、
共
成
極
楽
成
仏
道
の
二
句
を
加
え
て
六
句
と
し
て
居
る
が
、
執
れ
も
第
二
句
以
下
の

依
り

教
は
小
乗
に
ま
れ
大
乗
に
ま
れ
、
度
生
の
四
弘
を
以
て
そ
の
真
面
目
と
解
す
べ
き
と
同
時
に
、
後
世
仏
教
が
他
度
を
基
調
と
し
て
、
大
乗

と
し
て
違
常
の
発
達
を
遂
げ
た
所
以
で
あ
る
。

か
く
て
か
§
る
大
乗
の
願
の
根
本
形
式
と
し
て
は
、
上
掲
の
道
行
般
若
や
薬
草
品
に
見
る
如
き
所
謂
四
弘
誓
願
で
あ
る
が
、
併
し
今
日

諸
宗
一
般
に
行
わ
る
世
、
四
弘
誓
願
は
恐
ら
く
心
地
観
経
七
の

一
切
菩
薩
復
有
二
四
弘
一
、
成
二
熟
有
情
一
住
一
肴
三
宝
一
、
経
二
大
劫
海
一
終
不
二
退
転
一
。
云
何
為
し
四
、
一
誓
度
二
切
衆
生
一
、
二
者
誓

断
二
切
煩
悩
一
、
三
者
誓
学
一
二
切
法
門
一
、
四
者
誓
証
二
切
仏
果
一
。
（
全
三
、
睾
一
）

等
と
見
ゆ
る
は
、
後
世
の
流
行
の
四
弘
の
具
体
的
過
程
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
後
世
の
所
謂
四
弘
は
上
掲
瑛
瑠
経
の
四
諦
の
上

に
説
か
れ
た
る
四
弘
が
、
悉
く
利
他
な
る
に
対
す
れ
ば
後
世
の
一
般
の
四
弘
は
、
最
初
の
一
句
の
み
が
利
他
で
、
後
の
三
句
は
初
一
句
の

利
他
を
成
就
せ
ん
が
た
め
の
、
自
利
の
願
と
も
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
元
来
四
弘
は
大
乗
に
於
け
る
利
他
の
願
な
る
故
に
、
右

の
心
地
観
経
の
四
弘
も
、
後
世
に
於
け
る
一
般
的
四
弘
も
、
四
句
中
後
の
三
句
は
自
利
で
あ
る
が
、
併
し
後
の
自
利
の
三
句
は
悉
く
利
他

を
成
就
せ
ん
が
た
め
の
も
の
で
、
畢
覚
四
弘
は
初
句
の
無
辺
度
生
を
以
て
、
そ
の
目
的
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
四
弘
は
古
来
よ
り
菩
薩
の
総
願
と
し
て
、
大
乗
諸
宗
は
悉
く
こ
れ
を
採
用
し
、
禅
宗
に
於
て
は
六
祖
の
法
宝
堰
経
の
説
に

（9）



句
は
初
句
の
無
辺
度
生
の
た
め
の
誓
願
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
大
集
経
に
は
二
十
大
誓
願
荘
厳
を
説
く
が
、
こ
れ
と
て
四
弘
の

０

敷
桁
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

大
乗
諸
経
に
於
て
は
一
往
四
弘
は
共
通
の
総
願
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
併
し
諸
経
の
中
に
は
薬
師
の
十
二
願
、
弥
佗
の
三
十
六
願
乃

至
四
十
八
噸
等
に
見
る
如
き
、
総
願
の
外
に
別
願
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
は
総
願
を
以
て
満
足
せ
ず
し
て
、
更
に
特
殊
の
諸
願
を
揚

げ
て
総
願
の
成
就
を
特
殊
の
形
式
の
上
に
期
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
薬
師
の
十
二
願
が
続
命
を
主
眼
と
し
、
弥
陀
の
諸
願
が
極
楽
往
生

を
主
眼
と
す
る
に
依
て
明
か
で
あ
る
。
更
に
華
厳
の
十
願
、
般
謡
の
三
十
願
等
を
も
見
る
が
、
是
等
は
総
願
の
反
覆
と
も
解
す
べ
き
別
願

で
あ
る
が
、
上
掲
の
諸
願
は
特
殊
の
請
願
配
列
の
別
願
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

か
洩
る
別
願
に
就
て
往
年
木
村
博
士
は
、
大
乗
仏
教
思
想
論
に
於
て
般
若
の
六
度
を
六
願
と
な
し
、
か
兇
る
六
願
を
基
本
と
し
て
、
薬

師
の
十
二
職
、
阿
閑
の
十
八
願
、
平
等
覚
経
の
弥
陀
二
十
四
噸
、
般
辨
経
の
三
十
願
、
無
餓
寿
荘
厳
経
の
三
十
六
噸
、
大
無
量
寿
経
の
四

十
八
願
等
と
、
六
願
の
次
第
に
増
加
し
た
も
の
と
述
べ
ら
れ
て
居
る
が
、
最
初
の
般
若
の
六
度
六
願
に
就
て
は
小
品
般
若
を
以
て
之
を
証

し
て
居
る
。
併
し
か
Ｌ
る
六
度
六
願
の
意
は
、
放
光
般
若
第
三
の
問
僧
那
品
に

菩
薩
為
一
衆
生
一
故
起
二
大
誓
願
一
言
、
我
自
当
具
一
足
六
波
雛
蜜
一
、
亦
当
下
教
二
他
人
一
具
中
足
六
波
維
蜜
上
。
（
全
八
、
二
。
）

等
と
説
け
る
に
依
て
見
ら
る
ｈ
如
く
、
こ
れ
四
弘
の
総
願
に
対
す
れ
ば
、
別
に
六
度
を
具
足
せ
し
む
る
願
な
る
故
に
、
是
等
の
文
に
依
て

六
度
六
願
の
義
を
観
取
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
未
だ
六
度
を
以
て
判
然
別
願
と
説
け
る
文
は
見
な
い
が
、
右
の
文
は
無
辺
度
生
の
総
願
と

異
り
、
六
度
を
具
足
せ
し
む
る
誓
願
な
る
故
に
、
総
願
に
対
し
て
六
度
を
以
て
六
願
と
呼
び
得
る
の
で
あ
る
。
今
且
ら
く
総
願
の
四
弘
と

二
、
諸
大
乗
経
の
別
願

(]j))



別
願
の
六
度
と
を
比
較
す
る
に
、
別
願
の
六
度
即
六
願
の
精
神
は
、
総
願
の
後
の
三
句
と
そ
の
語
は
同
一
で
は
な
い
が
、
そ
の
精
神
か
ら

見
れ
ば
六
度
は
四
弘
の
後
の
三
句
の
具
体
的
別
開
と
解
ず
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
断
煩
悩
、
学
法
門
、
証
仏
道
の
三
誓
を
、
何
れ
も
六

度
と
以
て
成
就
せ
ん
と
せ
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば
六
度
即
ち
六
願
は
、
四
弘
の
後
三
句
と
同
様
、
初
句

の
無
辺
度
生
を
成
就
せ
し
む
る
所
以
の
六
願
で
あ
り
、
随
っ
て
四
弘
に
対
し
て
六
度
と
見
倣
さ
る
昼
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
か
出
る
意

を
以
て
す
れ
ば
華
厳
の
十
度
が
、
般
若
の
六
度
を
華
厳
の
十
地
に
配
せ
ん
が
た
め
に
、
六
度
を
更
に
方
便
行
願
智
の
十
度
に
開
い
た
も
の

と
す
れ
ば
、
明
法
品
、
十
地
品
等
に
見
ゆ
る
供
養
、
受
持
・
転
輪
・
二
利
・
成
熟
・
承
事
・
浄
土
・
不
離
・
利
益
・
正
党
等
の
十
願
は
、

般
若
の
六
度
六
願
と
相
通
ず
る
別
願
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

右
の
中
華
厳
の
十
願
は
且
く
措
き
、
他
の
別
願
は
上
述
の
如
く
般
若
の
六
願
を
中
心
と
し
て
薬
師
の
十
二
噸
乃
至
弥
陀
の
四
十
八
願

と
、
六
願
が
次
第
に
累
積
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
就
中
七
倍
加
の
四
十
二
願
を
説
け
る
判
然
た
る
経
文
は
、
未
だ
見
当
ら
な
い
様
で
あ

る
が
、
他
の
諸
願
か
ら
し
て
、
恐
ら
く
弥
陀
系
統
に
あ
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
何
れ
に
せ
よ
上
掲
の
諸
願
の
中
、
般
若
の
六
願
並
に

三
十
願
等
は
、
華
厳
の
十
願
と
共
に
此
土
入
証
に
属
す
べ
き
願
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
弥
陀
の
二
十
四
乃
至
四
十
八
願
は
、
彼
士
入
証

の
往
生
願
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
の
如
く
諦
経
の
別
願
は
、
一
往
此
土
他
土
入
証
の
二
類
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
・

右
二
類
中
浄
土
系
に
就
て
は
且
く
描
き
、
今
般
若
の
六
願
は
総
願
の
具
体
的
反
覆
と
解
さ
れ
る
が
、
更
に
般
若
に
は
大
般
若
の
三
百
三

十
の
初
分
願
行
品
第
五
十
一
（
全
、
六
、
蓋
）
、
並
に
大
品
第
十
七
の
夢
行
品
五
十
八
（
全
、
八
、
福
）
等
に
は
、
六
噸
の
五
倍
加
せ
ら
れ
た
る
三

十
願
を
見
る
の
で
あ
る
。
且
つ
か
上
る
三
十
願
に
就
て
見
る
に
、
最
初
の
六
願
は
六
度
六
願
と
同
じ
く
六
度
を
六
願
と
な
し
、
第
七
願
以

下
は
六
度
を
総
括
し
て
各
一
願
と
な
し
、
同
様
の
近
一
切
種
智
の
二
十
四
願
を
加
え
て
三
十
願
と
す
る
の
で
あ
る
。
且
つ
近
一
切
種
智
と

説
け
る
如
く
入
証
の
願
で
な
く
、
菩
薩
当
分
の
専
ら
度
生
を
主
眼
と
す
る
所
謂
無
住
渥
薬
の
願
た
る
こ
と
は
、
大
品
の
第
三
十
願
の
最

(11）



後
に

等
と
見
ゆ
る
如
く
、
華
厳
の
十
願
の
目
的
は
右
の
叉
に
明
か
な
る
如
く
普
賢
行
願
で
あ
る
。
か
く
て
華
厳
に
於
て
は
か
且
る
普
賢
行
願

を
、
四
十
華
厳
の
入
不
思
議
解
脱
境
界
普
賢
行
願
品
の
最
後
、
第
四
十
巻
に
至
っ
て

広
修
一
十
菰
広
大
行
願
一
、
何
等
為
し
十
、
一
者
礼
拝
諸
仏
、
二
者
称
讃
如
来
、
三
者
広
修
供
養
、
四
者
繊
悔
業
障
、
五
者
随
喜
功
徳
、

六
者
講
転
法
輪
、
七
者
請
仏
住
世
、
八
者
常
随
仏
学
、
九
者
恒
順
衆
生
、
十
者
普
皆
廻
向
。
（
全
ろ
、
鴫
）

等
と
十
種
の
行
願
を
説
く
が
、
十
定
品
の
普
贋
行
願
に
は
智
慧
光
明
仏
果
成
就
の
目
的
を
掲
げ
る
が
、
右
の
四
十
華
厳
の
普
賢
行
願
を
敷

柄
せ
る
十
願
に
就
て
見
れ
ば
、
初
の
五
願
は
因
位
に
於
け
る
菩
薩
入
信
の
願
、
後
の
五
願
は
転
輪
・
請
仏
・
常
随
・
恒
順
・
廻
向
等
は
、

願
の
内
容
よ
り
見
れ
ば
般
若
の
三
十
願
と
同
様
の
、
菩
薩
当
分
の
無
住
浬
梁
の
願
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
随
っ
て
般
若
華
厳
も
他
の

等
と
説
け
る
如
く
、
か
且
る
三
十
噸
は
要
す
る
法
相
の
四
種
浬
梁
の
中
に
、
大
智
の
故
に
生
死
に
住
せ
ず
、
大
悲
の
故
に
浬
樂
に
住
せ
ざ

る
、
菩
薩
の
無
辺
度
生
を
目
的
と
す
る
無
住
浬
樂
の
願
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
．

然
ら
ば
華
厳
の
十
願
は
果
し
て
如
何
と
い
う
に
、
両
訳
の
世
間
成
就
品
・
十
廻
向
品
。
就
中
新
訳
八
十
華
厳
の
十
定
品
に
就
て
見
る
に
、

上
述
の
明
法
品
十
地
品
等
の
十
願
が

碍
一
。

（
金
石
、
毫
一
）

菩
薩
摩
訶
薩
亦
復
如
し
是
、
常
勤
修
一
習
普
蟹
行
順
一
、
成
一
就
一
切
智
慧
光
明
一
、
住
一
於
一
切
仏
菩
提
法
一
、
入
二
如
来
智
一
無
し
有
二
陣

菩
薩
摩
訶
薩
行
二
六
波
羅
蜜
一
時
、
当
作
一
嘉
念
一
雌
二
生
死
道
長
衆
生
性
多
一
、
爾
時
応
二
如
レ
是
正
憶
會
、
生
死
辺
如
一
虚
空
一
衆
生
性

辺
亦
如
一
虚
空
一
、
是
中
実
無
二
生
死
往
来
一
亦
無
一
卿
脱
者
一
。
菩
薩
摩
訶
瀧
作
一
如
是
行
一
、
能
具
一
定
六
波
羅
蜜
一
近
一
二
切
種
智
一
。

（
全
、
八
、
蠕
）
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等
と
校
量
し
、
更
に
最
後
に
至
っ
て

上
述
の
如
く
般
若
華
厳
の
別
願
は
、
共
に
無
住
浬
梁
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
詩
般
若
経
の
属
累
品
に
就
て
見
る
に
、
大
品

に
は
受
持
（
八
、
室
六
）
、
夫
般
若
五
七
三
（
七
、
勃
六
）
、
勝
天
王
般
若
（
八
、
垂
二
）
等
に
は
、
諦
聴
．
受
持
・
披
読
・
調
訓
・
広
説
・
書
写

・
供
養
・
思
惟
・
修
習
・
施
他
の
所
謂
十
種
受
持
が
具
説
せ
ら
れ
、
他
の
放
光
・
大
品
・
仏
母
等
に
は
各
六
七
八
稚
の
受
持
が
見
ゆ
る

が
、
そ
れ
等
の
中
六
七
八
乃
至
十
種
は
、
般
若
諸
経
に
見
ゆ
る
総
の
受
持
に
対
す
れ
ば
別
の
受
持
で
あ
り
、
般
若
に
は
是
を
綜
合
し
て
の

の
総
の
受
持
を
見
る
の
で
あ
る
。
且
つ
般
若
諸
経
に
は
か
塾
る
受
持
を
、
単
な
る
般
若
の
受
持
と
説
か
ず
し
て
深
般
若
の
受
持
と
説
き
、

若
し
大
般
若
の
三
四
六
の
初
分
嘱
累
品
に
は
、
か
＆
る
受
持
を
声
聞
の
二
一
十
七
品
、
乃
至
菩
薩
の
十
カ
．
四
無
畏
・
十
八
不
共
法
等
に
対
し
て

比
一
藷
菩
薩
摩
訶
薩
衆
所
住
般
若
波
羅
蜜
多
最
勝
行
住
一
、
百
分
不
し
及
レ
ー
、
千
分
不
し
及
レ
ー
、
百
千
万
分
不
し
及
レ
ー
、
乃
至
数
分
計

分
算
分
職
分
、
乃
至
鄙
波
殺
曇
分
亦
不
レ
及
し
一
・
（
六
注
蛍

諸
大
乗
経
と
同
じ
く
、
菩
薩
の
漸
修
入
証
を
説
け
る
権
大
乗
経
で
あ
り
、
か
＆
る
事
実
は
上
述
の
両
経
の
別
願
た
る
、
六
願
十
題
一
千
願

が
無
住
渥
梁
を
標
拷
す
る
に
微
し
て
明
で
あ
る
。
こ
れ
古
来
天
台
が
般
若
華
厳
の
諸
大
乗
を
悉
く
、
法
華
経
に
対
し
て
菩
薩
乗
教
た
る
権

大
乗
と
な
し
、
独
り
法
華
経
を
以
て
超
八
醍
醐
の
実
経
と
称
揚
す
る
所
以
で
あ
る
。

我
般
若
波
羅
蜜
甚
深
経
典
付
二
嘱
於
汝
一
、
応
正
受
持
読
訓
通
利
勿
レ
令
二
忘
失
」
。
当
し
知
除
二
此
般
若
波
羅
蜜
多
甚
深
経
典
一
、
受
二
持

諸
余
我
所
説
法
一
、
設
有
二
忘
失
一
其
罪
猶
小
。
若
於
二
般
若
波
羅
蜜
多
甚
深
経
典
一
、
不
善
受
持
下
至
二
一
句
一
有
二
忘
失
一
者
其
罪
甚
大
。

（
｛
ハ
、
禿
八
） 三

、
般
若
法
華
の
受
持

（13）



等
と
か
侭
る
受
持
般
若
の
諸
行
に
勝
る
Ｌ
所
以
を
明
に
し
て
居
る
。
さ
れ
ば
如
上
の
校
量
よ
り
見
て
般
若
の
受
持
が
、
般
若
当
分
の
六
度

と
は
次
元
を
殊
に
せ
る
。
勝
行
な
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
随
っ
て
か
皇
る
受
持
は
六
度
と
次
元
を
殊
に
せ
る
点
か
ら
見
て
、

六
度
の
別
願
の
成
就
の
要
行
た
る
受
持
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

此
に
至
っ
て
受
持
の
対
照
た
る
深
般
若
と
は
果
し
て
何
を
指
す
か
と
い
え
ば
、
大
論
七
二
に
依
る
に

般
若
波
羅
蜜
中
、
或
時
分
二
別
諸
法
空
一
是
浅
。
或
時
説
三
世
間
法
即
同
二
浬
染
一
是
深
。
色
等
諸
法
即
是
仏
法
、
聴
者
間
し
説
心
信
二
仏

語
一
、
自
智
慧
不
し
及
故
言
二
甚
深
一
、
醤
如
下
河
水
有
二
泗
復
深
処
一
有
中
浅
処
坐
。
（
室
、
毒
）

等
と
六
度
の
対
象
の
般
若
と
、
受
持
の
対
象
の
般
若
と
を
一
往
浅
深
の
別
と
分
っ
て
居
る
が
、
然
ら
ば
か
＆
る
深
般
若
と
は
果
し
て
何
か

等
と
六
度
の
対
象
の
般
若
と
、

と
い
う
に
、
大
論
百
に
依
れ
ば

（
二
五
、
畦
五
）

等
と
説
け
る
に
依
れ
ば
、
受
持
の
対
照
た
る
深
般
若
と
は
、
世
間
法
即
浬
梁
、
諾
法
即
仏
法
と
説
く
法
華
経
を
指
し
た
る
も
の
と
解
せ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
か
且
る
事
実
は
法
華
経
の
中
に
五
種
法
師
を
止
揚
し
、
就
中
分
別
功
徳
品
に
は
『
能
持
是
経
兼
行
布
施
』
等
と
、
受
持

に
対
し
て
六
度
を
以
て
助
行
と
な
し
、
加
之
一
念
随
喜
、
一
念
信
解
等
と
受
持
を
止
揚
せ
る
に
見
れ
ば
、
般
若
並
に
大
論
等
に
依
れ
ば
深

般
若
と
は
、
一
往
法
華
を
意
味
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

且
つ
か
畠
る
深
般
若
の
受
持
が
三
乗
の
諸
行
、
就
中
般
若
の
六
度
等
に
勝
る
畠
、
換
言
す
れ
ば
次
元
を
殊
に
せ
る
勝
行
な
る
こ
と
は
、

法
華
の
序
品
並
に
不
軽
品
に
依
る
に

般
若
波
羅
蜜
非
二
秘
密
法
一
、
而
法
華
等
諸
経
説
二
阿
羅
漢
受
決
作
仏
一
、
大
菩
薩
能
受
持
用
、
警
如
二
大
薬
師
能
以
レ
毒
為
一
し
薬
。

為
下
求
二
声
聞
一
者
上
説
二
応
四
諦
法
一
、
度
二
生
老
病
死
一
究
二
寛
浬
樂
一
。
為
下
求
二
鮮
支
仏
一
者
上
説
二
応
十
二
因
縁
法
一
・
為
二
諸
菩
薩
一
説
二

（理）
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上
述
の
如
く
般
若
の
六
度
と
華
厳
の
十
度
を
以
て
一
往
両
経
当
分
の
行
法
と
す
れ
ば
、
華
厳
の
普
賢
行
願
は
全
経
の
別
願
た
る
十
願
の

成
果
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
華
厳
に
於
け
る
普
賢
行
願
の
経
過
に
就
て
は
、
善
財
童
子
が
五
十
五
善
知
識
を
歴
訪
し
最
後
一
百

等
と
会
三
帰
一
の
法
華
開
会
の
一
仏
乗
の
行
法
と
し
て
、
般
若
の
十
稚
受
持
の
要
略
た
る
五
種
法
師
、
並
に
天
台
が
文
句
に
所
謂
ｏ
ヨ
念
者

時
節
最
捉
』
と
説
け
る
如
く
、
こ
れ
般
若
の
総
別
両
願
具
足
の
上
に
、
換
言
す
れ
ば
般
若
の
総
の
深
般
若
の
受
持
を
、
法
華
経
に
於
て
は
会
三

帰
一
の
要
行
た
る
一
念
随
喜
、
一
念
信
解
と
説
か
れ
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
龍
樹
が
大
論
五
六
に
『
信
力
故
受
、
念
力
故

持
』
（
三
、
賀
）
と
信
受
念
持
の
二
法
と
分
ち
、
且
つ
大
論
に
『
仏
法
大
諭
信
為
二
能
入
一
智
為
二
能
度
一
』
（
宝
、
六
二
）
等
説
け
る
如
く
、
受

持
を
菩
提
心
の
根
元
た
る
信
心
の
上
に
説
い
た
の
が
法
華
経
の
一
念
信
解
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
信
受
の
菩
提
心
は
念
持
に
依
て
、
始
め
て

充
足
せ
ら
る
Ｌ
が
故
に
、
見
宝
塔
品
に
は
『
此
経
難
持
、
若
暫
持
者
、
我
即
歓
喜
、
諸
仏
亦
然
』
等
と
念
持
を
強
調
し
、
『
誰
能
謹
持
』

『
若
持
此
経
』
『
若
有
能
持
、
則
持
仏
身
』
を
始
め
、
広
く
五
種
法
師
に
寄
せ
て
『
若
自
書
持
』
『
読
持
此
経
』
等
と
説
き
、
就
中
本
門
の

流
通
た
る
神
力
品
の
偏
に
は
『
能
持
是
経
』
等
と
五
回
反
覆
し
、
最
後
に
『
応
受
持
斯
経
、
是
人
於
仏
道
、
決
定
無
有
疑
』
等
と
結
ば
れ

た
る
所
以
で
あ
る
。
右
の
如
く
般
若
の
六
度
と
受
持
と
の
飛
躍
的
経
説
は
大
論
等
に
依
て
辛
う
じ
て
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
。

等
と
三
乗
各
別
の
諸
行
を
連
ね
て
、
一
往
三
乗
当
分
の
行
果
を
説
く
も
、
法
師
品
に
は

○

是
大
衆
中
乃
至
求
二
声
聞
一
者
。
求
二
畔
支
仏
一
者
。
求
二
仏
道
一
者
。
如
是
等
類
威
於
二
仏
前
一
間
二
法
華
経
一
偶
一
句
一
、
乃
至
一
念
随
喜

者
我
皆
授
記

応
六
波
羅
蜜
一
成
二
一
切
種
智
一
。

四
、

普
賢
行
願
と
会
仏
往
生

ー

（15）



’

十
一
城
を
経
過
し
、
蘇
摩
那
城
に
於
て
文
殊
菩
薩
の
教
示
に
依
り
、
無
数
の
法
門
、
無
辺
の
光
明
を
具
足
し
、
十
波
羅
鐙
を
得
、
普
贋
菩
薩

の
身
内
に
入
り
、
無
尽
数
の
世
界
に
行
き
一
切
衆
生
を
教
化
し
、
普
賢
菩
薩
よ
り
如
来
の
功
徳
を
成
就
す
べ
き
、
十
職
の
広
大
行
願
た
る

普
賢
行
願
を
授
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
普
賢
行
願
は
般
若
の
六
度
に
対
す
る
十
種
受
持
の
如
く
、
華
厳
当
分
の
行
た
る
十
度
に
対

す
れ
ば
、
次
元
を
殊
に
せ
る
殊
勝
の
行
法
で
あ
る
。
こ
れ
四
十
錐
厳
の
最
後
に

若
復
有
し
人
間
二
此
願
王
二
経
二
於
耳
一
、
所
有
功
徳
比
二
前
功
徳
一
、
百
分
不
し
及
レ
ー
、
千
分
不
し
及
レ
ー
、
乃
至
優
波
尼
沙
陀
分
亦
不
レ

等
と
校
最
の
あ
る
所
以
で
あ
る
。
併
し
か
§
る
普
賢
行
願
と
般
若
の
受
持
と
は
、
共
に
両
経
の
総
別
両
願
に
酬
い
ら
れ
た
る
行
法
で
は
あ

る
が
、
普
蟹
行
願
は
十
度
よ
り
次
元
の
上
の
行
法
で
は
あ
る
が
、
般
若
の
受
特
に
対
す
れ
ば
更
に
次
元
下
の
行
法
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
こ
れ
右
の
普
賢
行
願
校
最
の
連
文
に

或
復
有
し
人
以
二
深
信
心
一
、
於
二
此
大
願
一
受
二
持
読
菫
訓
、
乃
至
磐
悶
写
一
四
句
偶
一
、
速
能
除
二
減
五
無
間
業
一
（
己
、
譜
）

等
と
華
厳
の
行
願
の
受
持
が
、
除
無
間
業
と
説
け
る
に
依
て
、
般
若
の
受
持
は
華
厳
の
行
願
と
次
元
を
殊
に
せ
る
、
勝
行
と
解
さ
な
け
れ

ぱ
な
ら
ぬ
。

然
る
に
中
辺
分
別
論
下
並
に
弁
巾
辺
論
下
三
一
、
禦
遥
等
に
依
れ
ば
、
権
大
乗
当
分
の
行
正
願
傍
の
意
に
立
っ
て
、
般
若
の
十
種
受
持

を
以
て
華
厳
の
行
法
た
る
十
波
羅
蜜
の
所
摂
と
な
し
、
嘉
祥
は
弁
中
弁
論
述
記
下
に
十
度
を
以
て
妙
慧
証
得
の
助
行
、
（
圏
、
三
一
）
と
解
し
、

三
巷
随
伴
の
行
と
な
す
こ
と
は
、
こ
れ
願
に
依
て
行
の
次
元
の
殊
を
判
ぜ
ん
と
す
る
、
実
大
乗
の
行
意
を
解
せ
ざ
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
併
し
華
厳
の
普
賢
行
願
は
菩
薩
当
分
の
、
六
度
十
度
等
の
修
証
の
行
法
に
対
す
れ
ば
、
願
行
具
足
の
次
元
を
殊
に
せ
る
勝
行

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
般
若
の
受
持
は
更
に
こ
れ
に
対
す
れ
ば
行
願
成
就
願
行
具
足
の
勝
行
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
妙
楽

及
二
・

（
一
○
、
却
四
）

公
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今
か
§
る
浄
土
の
五
念
門
に
就
て
見
る
に
、
善
導
は
往
生
礼
讃
に
は
五
念
門
の
上
に
念
仏
往
生
を
説
き
、
（
里
、
樫
）
更
に
慧
心
は
往
生

要
集
に
五
念
門
に
寄
せ
て
末
代
下
根
の
易
行
と
し
て
、
往
生
之
業
念
仏
為
本
と
正
修
念
仏
（
金
、
鯛
七
）
を
主
張
し
、
更
に
善
導
は
観
経
疏

四
の
散
善
義
に
、
五
念
門
を
観
経
に
依
り
読
訓
・
観
察
・
礼
拝
・
称
名
・
識
歎
供
饗
の
五
種
正
行
の
上
に
念
仏
往
生
を
慕
り
、
『
順
彼
仏

願
故
』
（
毫
、
一
ざ
と
弥
陀
の
別
願
の
上
に
称
名
を
正
定
業
と
な
し
、
他
の
四
行
を
助
力
と
判
じ
て
後
世
の
法
然
浄
土
教
独
立
の
礎
地

を
な
し
た
の
で
あ
っ
た
。

の
所
謂
『
教
弥
実
位
弥
下
』
（
異
、
壱
）
等
の
語
は
、
此
の
間
の
消
息
を
物
語
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
普
賢
行
願
は
大

日
経
の
百
字
果
相
応
品
、
並
に
観
智
儀
軌
（
え
、
圃
○
、
元
、
寮
）
等
に
も
見
ゆ
る
が
、
若
し
真
言
の
乳
味
妙
一
に
依
れ
ば
『
五
悔
亦
名
二
普

賢
行
願
一
』
（
一
、
倒
五
）
等
と
、
五
悔
を
以
て
普
賢
行
願
の
要
略
と
な
し
、
胎
蔵
界
の
九
方
便
に
対
す
る
金
剛
界
の
餓
悔
礼
仏
法
と
な
し
、

真
言
行
者
の
必
須
行
願
と
説
い
て
居
る
。
又
天
台
に
於
て
は
止
観
の
二
の
四
穂
三
昧
と
共
に
、
止
観
七
に
は

若
四
種
三
昧
修
習
方
便
通
如
二
上
説
一
、
唯
法
華
俄
別
約
二
六
時
五
悔
一
璽
作
二
方
便
一
。
（
異
、
九
八
）

等
と
矢
張
五
悔
を
以
て
止
観
の
方
便
を
説
い
て
居
る
。
こ
れ
先
に
鑑
祥
等
が
受
持
を
以
て
十
度
の
助
行
と
判
ず
る
と
、
同
行
異
曲
の
解
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
浄
土
鎮
西
派
の
顕
意
は
観
経
玄
蕊
分
槽
定
記
一
に
、
善
導
疏
の
『
願
以
二
此
功
徳
一
、
平
等
施
二
一
切
一
、

同
発
一
菩
提
心
一
、
往
一
垂
安
楽
国
屋
（
毫
、
婿
）
の
文
を
解
し
て

此
偶
中
非
三
唯
摂
二
成
天
親
五
念
一
、
亦
有
レ
摂
二
得
普
賢
十
順
一
。
（
仏
全
、
五
八
、
毛
）

等
と
天
親
の
浄
土
論
の
五
念
門
も
亦
五
海
と
同
じ
く
普
賢
行
願
と
同
一
行
法
と
解
し
て
居
る
。
併
し
天
台
其
言
が
普
賢
行
願
の
要
略
た
る

五
悔
を
以
て
正
観
の
助
伴
の
行
と
解
す
る
と
、
浄
土
門
に
於
て
五
念
門
の
上
に
念
仏
往
生
を
慕
る
と
は
、
全
く
そ
の
行
意
を
殊
に
せ
る
も

の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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か
く
見
来
れ
ば
般
若
の
三
十
願
、
華
厳
の
十
願
、
弥
陀
の
二
十
四
乃
至
四
十
八
願
等
の
所
謂
別
願
は
、
菩
薩
難
修
の
因
行
を
易
修
に
置

換
す
べ
き
、
媒
介
を
な
す
も
の
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
上
褐
善
導
の
『
順
彼
仏
願
故
』
の
文
に
徴
し
て
明
か
で
あ
る
。
更
に
慧

心
の
往
生
要
集
に
依
れ
ば
、
第
五
助
念
方
法
を
明
す
総
結
行
要
の
下
、
菩
提
心
を
以
て
往
生
の
要
と
説
き

業
由
し
願
転
故
云
二
随
願
往
生
一
、
総
而
言
い
之
護
二
三
業
一
是
止
善
、
称
二
念
仏
一
是
行
善
、
菩
提
心
及
願
扶
二
助
此
二
善
一
、
故
此
等
法

業
由
し
願
転
故
云
一
随
願
往
生
一
、

等
と
業
由
レ
願
転
等
と
説
く
も
、
右
の
如
く
願
を
以
て
二
善
の
扶
助
と
解
す
る
故
に
、
往
生
要
集
の
念
仏
は
矢
張
観
念
の
域
を
脱
せ
ざ
る

所
以
で
あ
る
。
か
く
見
来
れ
ば
願
は
行
の
難
易
浅
深
を
規
定
す
る
仏
陀
の
護
念
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
願
は
行
の
次
元
の
高
下

浅
深
を
判
ず
る
拠
鎗
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
就
中
念
仏
往
生
は
弥
陀
の
別
願
と
根
拠
と
し
て
弥
陀
の
五
劫
思
惟
を
本
因
と
し
、
不
取

正
覚
の
文
に
十
劫
正
覚
の
本
果
を
摂
取
し
、
弥
陀
の
摂
取
不
捻
の
本
因
を
本
覚
の
意
と
解
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

由
来
本
覚
思
想
は
動
も
す
れ
ば
、
存
在
即
当
為
、
煩
悩
即
菩
提
と
断
じ
て
、
修
行
や
倫
理
を
否
定
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
か
畠
る

思
想
に
対
し
て
始
覚
的
行
為
を
媒
介
と
し
て
、
宗
教
的
生
命
を
与
え
た
の
が
我
が
鎌
倉
時
代
の
仏
教
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
法
華
経

に
於
け
る
願
に
依
る
受
持
も
全
く
そ
れ
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
法
華
経
に
は
如
何
な
る
願
が
あ
る
か
と
い
ふ
に
、
上
述
の
如
く
薬
草
喰
品
の
四
種
の
広
願
の
外
、
右
の
願
の
具
現
と
も
解
す
べ

き
、
騨
楡
品
の
『
以
二
本
願
一
故
説
二
三
乗
法
一
』
と
も
、
人
記
品
の
『
教
化
成
就
諦
菩
陳
衆
其
本
願
如
吟
是
』
と
も
、
勧
持
品
の
『
時
誌
菩

薩
敬
順
仏
意
並
欲
蕾
箇
満
二
本
願
匡
等
に
見
ゆ
る
如
く
、
か
く
三
乗
の
教
化
を
以
て
悉
く
本
願
所
行
道
と
説
い
て
居
る
が
、
こ
れ
轡
嚥
品
に

為
一
注
生
要
一
。
（
全
、
九
、
九
一
二
）

五
、
法
華
経
に
於
け
る
願
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等
と
此
経
を
以
て
一
切
衆
生
悉
皆
成
仏
の
昔
願
成
就
の
一
仏
乗
教
と
説
き
。
更
に
未
来
仏
章
の
下
に
は

諸
仏
本
報
願
、
我
所
行
仏
道
、
普
欲
レ
令
三
衆
生
、
亦
同
得
二
此
道
一
、
未
来
世
詩
仏
、
雌
し
説
二
百
十
億
、
無
数
誌
法
門
「
其
実
為
一
二
乗
一

等
と
此
経
の
本
願
所
行
の
道
は
、
三
世
益
物
の
一
仏
乗
教
な
る
所
以
を
明
に
し
て
居
る
。

然
ら
ば
こ
れ
に
対
す
る
古
来
の
註
家
は
果
し
て
如
何
と
い
ふ
に
、
現
存
の
法
華
最
古
の
疏
た
る
什
門
の
道
生
は
、
法
華
経
疏
上
に
右
の

方
便
品
の
我
本
立
誓
願
の
説
を
以
て
、
此
経
の
一
大
事
因
縁
を
噸
す
る
も
の
と
為
し
、
就
中
讐
聴
品
の
憶
念
本
願
の
文
を
解
し
て

以
二
本
願
一
故
説
二
三
乗
法
一
、
三
乗
之
化
本
為
二
濁
枇
一
、
此
士
既
浄
不
レ
容
し
有
し
三
、
而
言
レ
三
者
欲
し
明
二
五
即
是
言
、
其
本
解
三
即

是
一
、
故
言
し
以
二
本
願
一
耳
。
（
続
蔵
乙
、
三
套
、
ｇ

等
と
此
経
を
以
て
本
願
所
行
道
た
る
総
願
成
就
の
一
仏
乗
教
な
る
こ
と
を
明
に
し
て
居
る
。
更
に
光
宅
寺
法
雲
の
法
華
義
記
一
，
一
に
は

第
三
従
二
舎
利
弗
当
知
我
本
立
誓
願
一
有
二
両
行
一
、
明
三
如
来
本
行
菩
薩
通
時
、
欲
し
与
二
大
乗
果
一
ｏ
（
正
蔵
、
菫
、
箔
）

等
と
本
誓
願
と
は
独
り
迩
仏
の
本
願
と
解
せ
ず
、
本
間
寿
吊
品
に
依
る
本
因
成
就
の
意
を
以
て
し
て
居
る
。
後
に
天
台
に
至
っ
て
は
文
句

四
下
に
、
『
我
本
立
誓
願
』
等
の
二
行
を
『
挙
レ
因
勧
レ
信
』
と
解
し
、
更
に

此
亦
為
レ
ニ
初
我
本
立
誓
願
下
一
行
挙
一
昔
願
一
、
二
如
我
昔
下
一
行
明
二
願
満
一
、
乃
至
我
昔
誓
願
非
三
自
誓
二
菩
提
一
、
亦
誓
室
衆
生
同

我
今
還
欲
し
令
壹
一
汝
億
二
念
本
願
所
行
道
一
故
、
為
二
諸
声
聞
一
説
吾
一
是
大
乗
経
名
二
妙
法
蓮
華
経
教
菩
薩
法
仏
所
談
念
一

等
と
、
爾
前
経
に
永
不
成
仏
と
せ
ら
れ
た
声
聞
を
止
揚
し
て
、
此
経
を
以
て
本
願
所
行
道
と
し
て
の
二
乗
作
仏
経
な
る
こ
と
を
明
に
し

て
居
る
。
如
之
方
便
品
の
偶
の
諸
仏
章
の
下
に
は

舎
利
弗
当
レ
知
、
我
本
立
二
誓
願
一
、
欲
し
令
二
一
切
衆
、
如
し
我
等
無
一
レ
異
、
如
我
昔
所
願
、
今
昔
巳
満
足
、
化
一
二
切
衆
生
一
、
皆
令
二

入
二
仏
道
一

（19）



賛
日
、
此
一
頌
令
レ
悟
、
汝
応
三
如
レ
我
悟
二
先
所
し
不
し
知
大
乗
爽
智
一
、
我
昔
立
一
葱
願
一
令
一
二
切
衆
生
、
与
レ
我
無
一
し
異
願
し
令
し
悟
故
、

願
以
一
檮
欲
勝
解
一
為
し
性
。
（
全
、
言
、
唾
）

等
と
此
経
の
一
仏
乗
を
以
て
慢
然
大
乗
真
智
と
解
す
る
は
、
こ
れ
先
の
嘉
祥
と
同
行
異
曲
の
菩
薩
乗
の
意
な
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
こ

れ
古
米
上
掲
三
師
中
就
中
法
雲
天
台
を
四
車
家
と
呼
び
、
後
の
嘉
祥
慈
恩
二
師
を
三
車
家
と
呼
ぶ
所
で
あ
る
。

右
の
文
を
解
し
て

併
し
三
論
の
嘉
祥
は
法
華
義
疏
四
に
『
如
我
昔
所
願
』
の
文
に
就
て

問
如
来
初
発
心
時
願
二
切
成
仏
一
、
今
並
未
一
歳
仏
一
云
何
称
二
願
已
満
一
耶
。
答
雛
山
一
会
廻
レ
小
入
レ
大
、
菩
薩
同
入
一
二
乗
一
、
自
レ
爾

巳
前
令
二
直
往
菩
薩
授
記
作
仏
一
、
一
期
出
倣
唯
此
二
人
令
二
作
仏
一
、
則
一
期
願
満
。
（
全
、
言
、
苓
）

等
と
此
経
の
願
満
を
上
掲
三
師
と
は
別
に
、
廻
小
入
大
と
直
往
菩
薩
二
人
の
上
に
説
き
、
又
法
相
の
慈
恩
は
法
華
玄
賛
四
本
に
、
矢
張
り

仏
造
因
縁
一
、
乃
至
雛

を
な
し
た
の
で
あ
る
。

等
と
此
経
を
昔
願
成
就
の
経
と
解
す
る
の
み
な
ら
ず
、

問
本
蒋
既
普
今
衆
生
尚
多
願
云
何
満
。
答
仏
三
仙
益
レ
物
今
明
一
現
在
一
論
一
顧
満
一
也
。
（
金
上
）

等
と
上
掲
未
来
仏
章
の
意
を
以
て
、
此
経
を
以
て
三
世
益
物
願
満
の
経
と
解
す
る
の
み
な
ら
ず
、
文
句
一
に
は
四
釈
を
明
す
、
第
三
の
引
証

の
下
に
右
の
我
本
立
誓
願
の
文
を
出
し
て
本
迩
釈
の
意
と
解
し
。
就
中
第
四
示
相
の
因
縁
釈
の
下
に
は
、
『
衆
生
久
遠
蒙
二
仏
善
巧
一
、
令
レ
種
二

仏
道
因
縁
一
、
乃
至
錐
し
未
一
是
本
門
一
取
レ
意
説
耳
』
（
全
、
一
茜
、
二
）
等
と
、
仏
の
度
生
本
願
の
具
相
と
し
て
此
経
の
上
に
、
四
節
三
益
の
説

入
二
仏
慧
一
、
今
酬
レ

也
・
（
全
、
茜
、
五
五
）

今
酬
レ
蒋
故
説
是
亦
可
レ
信
、
今
菩
提
既
満
衆
生
亦
入
、
汝
既
自
証
一
仏
慧
一
、
亦
験
一
莪
将
不
彦
虚
、
結
二
成
挙
レ
因
勧
屡
信
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等
と
述
べ
ら
る
図
に
依
れ
ば
、
法
華
経
に
も
別
願
が
あ
る
如
く
思
わ
れ
る
が
、
文
中
既
に
総
願
満
せ
ず
ば
別
願
を
満
せ
ず
等
あ
る
如
く
、

右
の
文
は
恐
ら
く
広
く
大
乗
諸
経
に
亘
り
、
願
を
以
て
大
乗
諸
経
の
精
神
と
解
さ
れ
、
且
つ
一
往
詩
大
乗
の
両
願
を
認
む
る
も
、
両
願
の
中

に
は
無
辺
度
生
の
総
願
を
以
て
根
本
願
と
せ
ら
れ
た
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
由
来
別
願
と
は
総
願
に
対
す
る
別
願
な
る
故
に
、
別
願
は

総
職
と
満
せ
ん
と
す
る
補
助
願
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
薬
師
の
十
二
願
や
弥
陀
の
諸
願
に
見
る
如
く
、
菩
薩
が
万
品
の
衆
生
の
中
特

殊
の
機
情
に
逗
ぜ
ん
と
す
る
、
仏
陀
の
大
悲
の
象
徴
と
も
い
ふ
べ
き
、
光
寿
二
無
量
を
中
心
と
す
る
、
特
殊
の
願
目
の
羅
列
と
も
見
倣
さ

る
§
の
で
あ
る
。
併
し
別
願
中
そ
の
最
初
と
目
せ
ら
る
笛
般
若
の
六
度
即
六
願
は
、
上
述
の
如
く
総
願
の
具
体
的
別
相
と
も
解
せ
ら
れ
る

が
、
薬
師
の
十
二
願
に
は
三
十
二
相
、
不
堕
悪
趣
、
諸
根
具
足
、
間
名
除
病
。
弥
陀
の
請
願
中
に
は
無
三
悪
趣
、
悉
皆
金
色
、
来
迎
引
摂

飲
食
自
然
等
に
見
る
如
き
、
成
仏
得
脱
の
如
き
人
類
究
極
の
目
的
よ
り
、
別
願
は
特
殊
的
の
満
足
乃
至
成
仏
得
脱
へ
の
通
程
と
も
見
倣
る
べ

き
、
換
言
す
れ
ば
必
須
的
総
願
を
補
成
す
べ
き
、
総
願
成
就
へ
の
助
願
と
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
聖
人
が
『
四
弘
将
願

不
レ
満
者
、
又
別
願
不
し
可
し
満
』
等
と
説
か
れ
た
る
所
以
で
あ
る
。
さ
れ
ば
別
願
は
当
然
総
願
に
統
括
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
随

っ
て
別
願
な
き
法
華
経
の
如
き
は
、
総
願
に
別
願
が
統
括
せ
ら
れ
た
る
経
を
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
経
文
に
此
経
を
以
て
本
願
所
行
道

に
依
れ
ば

上
述
の
如
く
諸
大
乗
経
に
は
総
別
二
願
が
見
え
る
が
、
法
華
経
に
は
総
願
の
み
で
別
願
は
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
法
華
真
言
勝
劣
事

歎
。
（
定
一
、
毛
）

私
一
云
無
二
二
乗
作
仏
一
者
四
弘
誓
願
不
レ
可
二
満
足
一
、
四
弘
将
願
不
レ
満
者
又
別
願
不
し
可
し
満
、
総
別
二
願
不
レ
満
者
衆
生
之
成
仏
難
し
有

！

六
、
法
華
経
と
総
別
二
願

（21）
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と
も
亦

と
も
、
更
に
本
尊
紗
に
は
如
我
無
異
の
文
を
引
き
、
『
妙
覚
釈
尊
我
等
血
肉
也
、
因
果
功
徳
非
二
骨
堕
平
』
。
（
全
一
、
き
）
等
と
此
経
を
以

て
本
願
所
行
道
た
る
、
無
辺
度
生
成
就
と
経
と
な
す
所
以
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
上
述
の
如
く
註
家
中
法
雲
天
台
の
如
き
は
、
此
経
の
本
願
所
行
道
を
迩
門
当
分
の
二
乗
作
仏
を
超
え
て
、
本
門
の
本
因
本
果

の
上
に
説
き
、
就
中
天
台
の
如
き
は
本
門
の
意
に
依
て
四
節
の
三
益
な
す
如
き
は
、
此
経
の
二
門
開
顕
の
上
に
本
願
所
行
道
の
全
貌
た

る
、
三
俄
益
物
の
最
も
具
体
的
説
明
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
の
天
台
の
四
節
の
三
益
が
本
門
の
本
因
本
果
に
依
る
こ
と
は
、
四
節
の

第
一
節
に
『
衆
生
久
述
蒙
二
仏
善
巧
一
、
令
レ
種
二
仏
道
因
果
一
』
と
説
き
、
第
二
節
に
『
復
次
久
遠
為
し
稚
』
等
と
説
く
故
に
、
峨
初
二
節
は

上
述
の
如
く
妙
楽
は
本
門
の
意
と
い
ひ
。
妙
楽
は
記
一
に

今
継
本
述
二
門
施
化
並
異
二
他
経
一
、
此
文
四
節
良
有
以
也
。
故
四
節
中
唯
初
二
節
名
二
本
巻
属
一
、
乃
至
初
之
一
節
本
因
果
菰
、
乃
至

と
述
べ
ら
る
塾
所
以
で
あ
る
。
さ
れ
ば
開
目
妙
に
は
・

釈
迦
諦
仏
の
衆
生
無
辺
の
総
願
は
、
皆
此
経
に
を
い
て
満
足
す
、
今
者
已
満
足
の
文
こ
れ
な
り
。
（
定
一
、
涜
）

等
と
此
経
の
本
願
所
行
道
を
、
方
便
品
の
本
誓
成
就
の
意
に
寄
せ
、
本
門
の
五
百
塵
点
元
初
の
本
誓
成
就
を
、
本
因
果
種
等
と
説
け
る
こ

と
は
、
全
く
寿
量
開
顕
の
意
に
依
る
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
＆
る
此
経
の
本
願
所
行
道
の
根
元
た
る
、
久
遠
の
本
因
果
種
を

以
て
後
世
此
経
の
本
覚
の
説
と
な
し
、
経
に
は
か
狸
る
久
遠
実
成
の
本
因
果
た
る
本
覚
の
上
に
、
此
経
の
受
持
を
説
い
て
、
『
聞
仏
寿
命

衆
生
と
申
す
は
舎
利
卵
、
衆
生

今
者
已
満
足
云
々
。
（
全
、
一
、
螺
）
衆
生

次
下
本
因
果
職
。
（
全
、
一
茜
、
穂
）

と
申
す
は
一
関
提
、
衆
生
と
申
す
は
九
法
界
、
衆
生
無
辺
誓
願
度
此
に
満
足
す
、
我
本
立
誓
願
乃
至
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久
遠
実
成
釈
迦
如
来
、
如
我
昔
所
願
、
今
者
已
満
足
、
化
一
切
衆
生
、
皆
令
入
仏
道
御
願
已
満
也
。
如
来
滅
後
後
五
百
歳
中
広
宣
流

布
付
属
為
し
説
。
地
涌
菩
薩
召
出
、
本
門
当
体
蓮
華
以
レ
要
付
属
綣
文
。
釈
迦
朏
世
本
懐
道
場
所
得
秘
法
、
末
法
我
等
成
二
就
現
当
二

世
一
、
当
体
蓮
華
誠
証
此
文
也
。
（
定
一
圭
六
）

等
と
説
き
、
且
つ
か
§
る
久
遠
下
種
の
本
因
果
と
、
末
法
下
種
の
妙
法
五
字
と
は
、
起
信
論
等
の
真
如
本
覚
や
、
天
台
の
一
念
三
千
の
理

本
党
と
異
る
こ
と
は
、
寿
蹴
品
に
『
慧
光
照
無
量
、
寿
命
無
数
劫
、
久
遠
業
所
得
』
等
と
、
仏
陀
の
実
修
実
証
の
体
験
即
ち
本
因
本
果
の

価
値
と
し
て
の
本
覚
な
る
こ
と
を
明
に
説
き
、
更
に
日
向
記
に
は

蓮
華
者
本
因
本
果
也
。
此
本
因
木
果
云
一
念
三
千
也
。
本
有
閃
本
有
果
也
。
今
始
め
た
る
非
二
因
果
一
也
。
五
百
座
点
法
門
事
と
説
か

れ
た
り
、
乃
至
此
経
奉
持
時
を
本
因
と
す
。
其
本
因
侭
成
仏
云
本
果
云
也
、
日
蓮
弟
子
櫨
那
肝
要
本
因
を
宗
と
す
る
也
。

れ
た
り
、
乃

等
と
説
け
る
に
依
て
明
か
で
あ
る
。
併
し
勝
劣
派
に
鋭
く
如
き
閃
勝
果
劣
の
論
で
な
い
こ
と
も
亦
明
か
で
あ
る
。
さ
れ
ば
右
の
意
を
要
約

あ
る
。
さ
れ
ば
当
体
義
紗
に
は

長
遠
如
是
乃
至
一
念
信
解
』
と
説
き
、
か
皇
る
一
念
信
解
の
受
持
を
五
度
と
校
瞳
し
て

以
二
是
功
徳
一
比
二
前
功
徳
一
、
百
分
千
分
百
千
万
億
分
不
し
及
二
其
三
、
乃
至
算
数
讐
嚥
所
不
レ
能
し
知

等
と
説
け
る
は
、
こ
れ
全
く
仏
陀
出
枇
の
本
懐
た
る
、
毎
自
作
是
念
の
本
願
成
就
の
本
因
果
の
受
持
な
る
が
た
め
で
あ
る
。
さ
れ
ば
右
の

五
度
と
は
こ
れ
般
芳
等
の
、
権
大
乗
の
迩
因
た
る
菩
薩
の
六
度
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
宗
祖
が
法
華
経
の
第
三
法
門
た
る
本
門
の
意
に
立
っ
て
、
本
尊
妙
に
『
釈
尊
因
行
果
徳
二
法
、
妙
法
蓮
華
経
五
字
具
足
』
等
と
寿

量
の
久
遠
の
本
因
果
を
以
て
妙
法
五
字
と
な
し
、
且
つ
か
＆
る
妙
法
を
以
て
神
力
品
に
於
け
る
、
本
化
別
付
の
要
法
と
解
さ
れ
た
所
以
で

（
定
三
、
蛭
）

□
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我
等
は
先
に
菩
薩
の
因
行
た
る
六
度
は
、
総
願
た
る
四
弘
の
初
句
た
る
無
辺
度
生
を
成
就
す
る
所
以
の
、
自
度
の
行
願
の
具
体
的
別
相

と
述
べ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
上
掲
放
光
般
若
の
問
僧
那
品
に

菩
薩
為
二
衆
生
一
故
起
二
大
誓
願
一
言
、
我
身
当
し
具
二
足
六
波
雑
鐙
一
、
亦
当
下
教
二
他
人
一
具
中
足
六
波
羅
蜜
上
（
正
蔵
、
八
二
。
）

等
と
兇
ゆ
る
徴
し
て
明
か
で
あ
る
。
而
し
般
若
当
分
の
説
と
し
て
は
六
度
を
以
て
六
願
と
す
れ
ば
、
か
＆
る
般
浩
の
別
願
に
酬
い
ら
れ
た

の
が
、
三
十
願
の
証
果
た
る
無
住
浬
樂
で
あ
り
、
又
華
厳
の
別
願
た
る
十
噸
の
上
に
成
就
せ
ら
れ
た
の
が
普
賢
行
願
と
い
は
な
け
れ
ば
な

す
る
に
、
方
便
品
の
我
本
立
誓
願
と
は
仏
陀
久
遠
元
初
の
無
辺
度
生
の
総
願
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
経
説
が
舞
嚥
品
に
所
謂
本
願
所
行
道

た
る
、
寿
量
品
の
開
顕
と
い
は
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
宗
祖
は
遣
使
還
者
の
末
法
の
導
師
な
る
故
に
、
本
尊
妙
に
法
華
一
部
末
法
為
正

在
世
本
門
末
法
之
初
一
同
純
円
也
、
但
彼
脱
此
種
也
。
彼
一
品
二
半
此
但
題
目
五
字
也
、
（
定
、
一
、
垂
）

等
と
在
末
種
脱
の
別
を
明
か
に
す
る
も
、
一
品
二
半
も
妙
法
五
字
も
共
に
寿
騒
開
顕
の
法
門
な
る
故
に
、
且
く
本
門
正
宗
の
一
品
二
半
に

寄
せ
て
、
他
の
一
代
諸
経
を
悉
く
小
邪
未
覆
と
判
じ
、
『
爾
前
迩
門
円
教
尚
非
二
仏
閃
匡
等
と
更
に
天
台
の
弘
通
を
批
判
せ
ら
る
所
以
で

辛
の
字
包
。

の
説
を
な
し
、

ら
ぬ
。併
し
本
願
所
行
道
た
る
法
華
経
に
は
、
か
Ｌ
る
菩
薩
の
総
願
と
し
て
方
便
品
の
如
我
者
所
願
の
文
を
挙
げ
て

諸
大
菩
薩
諸
天
等
此
法
門
を
き
ひ
て
、
領
解
云
『
我
等
従
し
昔
来
、
数
間
二
世
尊
説
一
、
未
下
曽
間
中
如
是
、
深
妙
之
上
法
産
等
云
々
、

七
、
菩
薩
の
総
願
と
受
持
読
与

夕

●
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等
と
、
上
述
の
般
若
経
に
於
け
る
深
般
蒋
の
受
持
の
意
に
依
り
、
本
願
所
行
道
た
る
此
経
の
本
因
本
果
を
、
釈
迦
の
久
遠
実
成
の
本
因
本

果
の
功
徳
聚
た
る
妙
法
受
持
と
、
般
若
経
の
総
願
六
度
受
持
を
飛
躍
的
に
此
経
の
本
門
一
念
信
解
の
受
持
の
上
に
説
か
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
般
若
当
分
の
六
度
と
は
全
く
次
元
を
異
に
せ
る
、
般
若
の
深
般
若
の
受
持
を
以
て
、
本
願
所
行
道
た
る
此
経
の
受
持
の
意
を
明

乃
至
未
曽
聞
如
是
深
妙
之
上
法
謂
、
未
し
間
二
法
華
経
唯
一
仏
乗
教
一
也
等
云
々
、
錐
厳
方
等
般
若
深
密
大
日
等
の
恒
河
沙
の
諸
大
乗

経
は
、
い
ま
だ
一
代
肝
心
た
る
一
念
三
千
大
綱
骨
髄
た
る
、
二
乗
作
仏
久
遠
実
成
等
い
ま
だ
き
か
ず
と
領
解
せ
り
。
（
定
一
、
噂
）

等
と
、
菩
薩
の
本
願
は
朧
大
乗
諸
経
の
如
く
菩
薩
乗
当
分
の
説
に
留
ら
ず
し
て
、
此
経
に
於
け
る
二
門
の
開
顕
に
あ
り
と
な
し
、
更
に
全

紗
に
は
事
の
一
念
三
千
た
る
題
目
の
法
体
を
説
く
に
当
っ
て
、
方
便
品
の
『
欲
間
具
足
道
』
、
浬
梁
経
の
『
薩
者
名
二
具
足
義
一
』
（
文
字

品
、
正
蔵
一
雨
一
）
均
正
の
四
論
玄
義
記
の
『
沙
者
訳
云
レ
六
、
胡
法
以
レ
六
為
二
貝
足
義
一
』
（
十
巻
、
現
に
続
蔵
一
、
一
里
、
一
に
、
一
三
四
の
三
巻

を
欠
く
七
巻
を
收
む
る
も
、
現
行
本
中
に
は
当
文
な
し
）
吉
蔵
の
疏
『
妙
者
翻
為
二
具
足
一
』
（
法
華
遊
意
、
正
蔵
一
言
、
種
一
）
天
台
の
玄
義
八

の
『
薩
者
梵
語
此
翻
し
妙
』
（
正
蔵
、
三
一
、
零
）
、
龍
樹
の
大
論
四
八
の
『
職
者
六
也
』
（
正
蔵
、
宝
、
咽
」
の
二
経
一
論
三
釈
の
文
を
挙
げ

妙
者
具
足
、
六
者
六
度
万
行
、
詩
の
菩
薩
六
度
万
行
を
具
足
す
る
よ
う
を
き
か
ん
と
を
も
う
（
定
一
、
姪
〈
）

等
と
、
題
目
を
以
て
権
大
乗
諸
経
の
如
く
単
に
因
行
と
解
せ
ず
し
て
、
註
家
中
道
生
法
雲
天
台
等
の
如
く
、
菩
薩
の
六
度
万
行
成
就
の
本

因
本
果
具
足
の
法
体
を
解
し
、
更
に
本
尊
紗
に
至
っ
て
は
、
右
の
開
目
妙
の
六
文
を
引
く
に
先
っ
て
、
無
量
義
経
十
功
徳
品
に
五
種
法
師

に
依
る
如
説
修
行
を
説
け
る
。
『
雌
し
未
し
得
し
修
行
六
波
羅
密
一
、
六
波
羅
密
自
然
在
前
』
の
文
を
引
き
、
再
び
開
目
妙
の
二
経
一
諭
三
釈

の
七
文
を
連
ね
、

果
功
徳
一
。
（
定
一
、
輩
）

私
加
二
会
通
一
如
レ
鱗
し
文
、
雌
し
然
文
心
者
、
釈
尊
因
行
果
徳
二
法
妙
法
蓮
華
経
五
字
具
足
、
我
等
受
二
持
此
五
字
一
、
自
然
譲
二
与
彼
因
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も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

さ
れ
ば
か
Ｌ
る
飛
雌
的
受
持
譲
与
の
説
は
、
こ
れ
般
若
に
於
け
る
深
般
若
の
受
持
を
、
上
掲
大
論
七
二
の
浅
深
般
若
並
に
百
の
法
華
経

の
受
決
作
仏
等
の
文
に
見
る
如
く
、
法
華
経
を
以
て
般
若
中
の
深
般
若
と
解
し
、
且
つ
大
論
の
意
に
依
れ
ば
般
若
経
の
上
に
、
二
乗
作
仏

を
本
願
所
行
道
た
る
深
般
若
と
し
て
、
法
華
経
の
成
立
を
見
た
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
上
述
の
如
く
般
若
経
当
分
の
浅
般
若
に

於
て
は
、
六
噸
乃
至
三
十
願
の
別
願
を
以
て
し
て
も
、
菩
薩
地
に
於
け
る
無
住
浬
梁
に
留
っ
た
の
が
、
本
願
成
就
の
法
華
経
に
於
て
は
六

度
等
と
は
次
元
を
異
に
せ
る
、
深
般
若
の
受
持
と
し
て
の
一
念
信
解
が
説
か
れ
、
妙
楽
は
文
句
記
十
に
『
一
念
信
解
者
即
是
本
門
立
行
之

箇
』
（
正
蔵
、
茜
、
煮
）
等
と
六
即
名
字
入
信
の
位
と
説
く
も
、
四
信
五
品
紗
に
は

現
在
四
信
之
初
一
念
信
解
、
与
二
滅
後
五
品
第
一
初
随
喜
一
此
二
処
、
一
同
百
界
干
如
一
念
三
千
案
鐘
十
方
三
世
諸
仏
出
門
也
。
乃
至

制
二
止
檀
戒
等
五
度
二
向
令
レ
称
二
南
無
妙
法
蓮
華
経
一
、
為
二
一
念
信
解
初
随
喜
之
気
分
一
也
、
是
則
此
経
本
意
也
。
（
塞
一
、
筵
）

等
と
此
経
の
一
念
信
解
の
受
持
を
説
か
れ
、
更
に
総
勘
文
妙
に
は
天
台
等
の
修
証
の
六
即
五
十
二
位
等
に
簡
ん
で
、
『
名
字
即
位
即
身
成

仏
、
故
円
頓
教
無
二
次
位
次
第
一
』
（
定
二
、
無
）
等
と
、
上
掲
の
開
本
両
妙
と
相
表
裏
し
て
、
此
経
の
本
願
所
行
道
た
る
以
信
代
慧
の
術
意

仏
、
故
円
頓
教
無
二
次
位
次
第

を
明
に
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
御
義
口
伝
上
に
は
方
便
品
の
、
『
如
我
等
無
異
、
如
我
昔
所
願
』
の
文
を
、
『
釈
尊
惣
別
二
願
者
、
為
二
我
等
衆
生
一
所
し
肱
願

也
』
等
と
、
一
往
諸
経
の
総
別
二
願
の
意
と
解
し
、
再
往
此
経
の
本
願
所
行
道
の
上
に

南
無
妙
法
蓮
華
経
を
指
し
て
『
今
者
已
満
足
』
と
説
か
れ
た
り
と
可
二
意
得
一
也
。
さ
れ
ば
此
の
『
如
我
昔
所
願
』
の
文
肝
要
也
。

『
如
我
昔
所
願
』
は
本
因
妙
、
『
如
我
等
無
異
』
は
本
果
妙
也
。
乃
至
今
日
蓮
が
唱
る
処
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
、
末
法
一
万
年
の

衆
生
ま
で
令
二
成
必
一
也
、
豈
非
二
今
者
已
満
足
一
乎
・
（
定
一
三
琴

1F
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等
と
、
如
我
昔
所
願
を
寿
量
品
の
『
我
本
行
菩
薩
道
』
の
本
因
、
今
者
巳
満
足
を
『
然
我
実
成
仏
已
来
』
の
本
果
の
意
を
以
て
解
し
、
此

経
の
本
願
所
行
道
を
本
因
本
果
の
事
の
一
念
三
千
の
妙
法
、
経
に
所
謂
『
慧
光
照
無
量
、
寿
命
無
数
劫
、
久
修
業
所
得
』
を
、
当
体
溌
紗

に
は
『
本
門
当
休
蓮
華
、
道
場
所
得
秘
法
』
と
解
し
、
本
尊
妙
に
は
『
因
行
果
徳
受
持
譲
与
』
、
四
信
五
品
妙
に
は
『
以
信
代
慧
、
此
経

本
意
』
等
と
説
か
れ
た
の
が
、
末
法
広
布
の
神
力
別
付
の
妙
法
で
あ
る
。
然
る
に
修
禅
寺
沢
に
は

釈
迦
如
来
五
百
大
願
中
、
第
五
十
一
芸
我
有
二
微
妙
法
一
、
若
訂
聚
生
一
至
心
受
持
速
成
二
無
上
道
一
、
於
二
第
二
生
一
不
し
受
二
生
死
身
一
、

若
不
レ
爾
者
不
〆
取
二
正
覚
一
。
（
全
三
、
唾
《
）

等
と
、
此
経
の
受
持
を
悲
華
経
の
釈
迦
五
百
の
大
願
に
立
ち
、
且
つ
弥
陀
別
願
の
不
取
正
覚
に
倣
っ
て
解
す
る
如
き
は
、
全
く
此
経
の
本

願
所
行
道
を
曲
解
せ
る
も
の
で
あ
る
。

加
ツ
ー
古
註
家
中
此
経
を
以
て
釈
迦
出
世
本
懐
の
一
仏
乗
教
と
解
せ
る
天
台
も
、
文
句
十
上
に
は
分
別
品
の
在
滅
流
通
を
四
信
五
品
と
説

き
刺
さ
へ
一
念
信
解
、
乃
至
兼
行
五
度
、
正
行
六
度
（
正
蔵
茜
、
瞳
）
等
と
、
樅
大
乗
た
る
般
若
華
厳
の
六
度
の
別
相
た
る
止
観
の
上
に
、

従
浅
全
深
、
従
因
至
果
の
理
観
の
六
即
五
十
二
位
に
寄
せ
て
説
け
る
は
、
こ
れ
宗
祖
が
天
台
の
弘
通
を
去
暦
咋
食
等
と
艇
せ
ら
れ
る
所
以

で
あ
る
。
さ
れ
ば
宗
祖
は
本
尊
妙
に
は
受
持
譲
与
、
報
恩
紗
に
は
有
智
雛
智
一
同
の
信
証
の
易
行
、
四
信
五
品
紗
に
は
以
信
代
懲
．
総
勘

文
紗
に
は
・
無
次
位
の
妙
法
等
と
説
か
る
堅
所
以
で
あ
る
。
就
中
本
等
妙
に
は
先
づ
摩
訶
止
観
の
一
念
二
手
を
挙
げ
、
第
二
十
番
問
答
に
至

っ
て
上
述
の
如
く
二
悪
一
壷
一
頚
の
文
を
挙
げ
『
私
加
二
会
響
沙
騒
交
』
と
理
観
を
事
観
に
会
し
て
受
持
譲
与
の
釈
を
見
た
所
以
で
あ

る
。
さ
れ
ば
か
当
る
六
度
乃
金
五
種
頓
修
の
堂
持
譲
与
の
淑
峰
全
く
仏
教
の
行
法
よ
り
見
て
飛
躍
的
要
行
を
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

随
っ
て
右
の
二
悪
一
論
二
一
釈
の
文
は
、
全
く
上
述
の
如
き
竿
鰍
の
首
賢
灯
願
、
般
若
の
十
種
受
持
、
此
経
の
五
種
法
師
等
を
飛
雌
せ
る
所

以
を
説
か
れ
た
る
所
謂
五
種
頓
修
の
受
持
譲
与
で
、
こ
れ
念
仏
往
王
か
昔
強
行
願
の
要
略
た
る
、
五
念
門
の
上
に
説
か
れ
た
る
等
に
比
し
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て
同
致
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
宗
祖
が
か
＆
る
飛
躍
を
寿
量
品
の
本
因
本
果
、
即
ち
久
修
行
所
得
の
妙
法
を
本
覚
思
想
の
上
に
説
か

れ
て
、
自
ら
第
三
法
門
、
本
面
迩
裏
事
の
一
念
三
千
、
神
力
付
嘱
の
真
浄
大
法
を
説
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
三
四
、
三
、
一
二
）

大
正
大
蔵
経
（
正
蔵
）
（
全
又
は
単
に
数
字
）

大
日
本
続
蔵
経
（
続
蔵
）

大
日
本
仏
教
全
書
（
仏
全
）

昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
（
定
）

真
言
乳
味
妙

法

▽
・
・
・
引
証
書
目
・
・
・
▲

節

経

（28）


